
2年次編入試験（小論文） 

模範解答 

医療の現場で起こるミスや事故は、患者の命に関わる重大な問題である。薬の

量を間違える、似た名前の薬を取り違える、説明が不十分なまま飲み続けてし

まうなど、薬に関するトラブルは決して少なくない。こうした事故を防ぐため

には、薬について深く理解し、正しい判断ができる人材が必要である。その中

心となるのが薬剤師であり、薬学を学ぶ意義はまさにここにあると考える。  

第一に、薬学は薬が体にどう働くかを科学的に理解するための学問である。薬

は病気を治す力を持つ一方で、使い方を誤れば体調を悪化させる危険もある。

薬が体の中でどのように吸収され、どのように効き、どのように分解されるの

かを理解することは、事故を防ぐための基本となる。薬学を学ぶことで、薬の

効果や注意点を正しく判断できるようになり、医療現場での安全性向上に直接

つながる。 

第二に、医療の安全を守るためには、医師・看護師・薬剤師が互いに確認し合

う仕組みが欠かせない。医師が診断し、看護師がケアを行い、薬剤師が薬の内

容を最終的に確認することで、ミスの発生を大幅に減らすことができる。薬剤

師は「薬の専門家」として、量や飲み合わせに問題がないかをチェックする役

割を担う。薬学を学ぶことは、この責任ある役割を果たすための知識と姿勢を

身につけることにつながる。 

第三に、高齢化が進む現在、複数の薬を同時に使う人が増えている。薬が増え

るほど、飲み合わせの問題や飲み忘れなどのリスクも高まる。薬剤師は患者の

生活の様子を踏まえながら、薬の整理や説明を行い、事故を防ぐ役割を担う。

薬学を学ぶことは、単に薬の知識を得るだけでなく、患者の生活に寄り添い、

安全を守る視点を育てることでもある。 

さらに近年では、処方箋を電子化したり、オンラインで薬の説明を行ったりす

るなど、医療のデジタル化が進んでいる。新しい仕組みを正しく使いこなすこ



とも医療の安全を守るうえで重要であり、薬学教育はこうした変化に対応でき

る力を養う場でもある。 

以上のように、医療現場でのミスや事故を防ぐためには、薬についての深い理

解と、患者の安全を最優先に考える姿勢が不可欠である。薬学を学ぶことは、

薬剤師としての専門性を高めるだけでなく、医療全体の安全を支える重要な役

割を担うことにつながる。私は薬学の学びを通して、医療現場の安全に貢献で

きる人材になりたいと考えている。 

 



 


